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電力構成 (2030年 見通し）
1

第5次エネルギー基本計画(2018年）

持続可能エネルギー:24%

第6次エネルギー基本計画素案(2021年）

持続可能エネルギー:36～38%

https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/opinion/data/02.pdf

持続可能なエネルギー領域の中で、
バイオマスエネルギーは メインではないが、一定の割合の貢献を果たしている

発電電力量：約9,340 億kWh程度

風力
5%



バイオマス資源のエネルギー利用の流れ

発電のメインは、木質ペレットの燃焼
熱利用・輸送燃料も重要
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https://www.nedo.go.jp/content/100901669.pdf



バイオエタノール 生産システム開発 実証

FY2020

「バイオマスエネルギーの地域
自立システム化実証事業」

（FY2014-FY2021）

「戦略的次世代バイオマスエネ
ルギー利用技術開発」
（FY2010-Y2016）

「セルロース系
エタノール
革新的生産
システム開発」
（FY2009-013）

基盤的技術開発

次世代バイオ燃料技術開発

「セルロース系エタノール
生産システム
総合開発実証」

（FY2014-2019）

FY2030FY2015

「バイオマス等未活用
エネルギー実証試験事業」

（FY2002-FY2009）

「バイオマスエネルギー
地域システム化実験事業」

（FY2005-FY2009）

「地域バイオマス熱利用
フィールドテスト事業」

（FY2006-FY2010）

FY2010

FY2005

「バイオマスエネルギー等高効率転換技術開発／バイオ
マスエネルギー転換要素技術開発」（FY2004-
FY2011）

「バイオジェット燃料
生産技術開発」
（FY2017-FY2024）

輸
送
燃
料
代
替

シ
ス
テ
ム
開
発
・
実
証

商業化

商業化

「バイオマスエネルギー等
高効率転換技術開発」（FY2004-2012）

「バイオ燃料製造の
有用要素技術開発」
（FY2013-2016）

FY2021

4

「木質バイオマス燃料
等の安定的・効率的な
供給・利用システム構
築支援事業」

（FY2021-
FY2028）
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3バイオマスエネルギーに関する
NEDOの取組み
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「木質バイオマス燃料
等の安定的・効率的な
供給・利用システム構
築支援事業」

（FY2021-
FY2028）
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バイオマスエネルギーに関する
NEDOの取組み

地域自立：木質ペレット、バイオガス
輸送燃料：セルロースエタノール、

バイオジェット燃料 に
取り組んでおります

4



「バイオ」エネルギー(燃料)

バイオマス原料 バイオテクノロジー

木質ペレット（燃焼） 〇 ―

バイオガス（メタン発酵） 〇 〇

セルロースエタノール 〇 〇

バイオジェット燃料 〇 ―

5

バイオ機能を活用した燃料は、他技術で代替しにくい
⇒バイオに対する期待が大きいことになる

・バイオテクノロジー(機能・技術)により
製造された燃料

・バイオマスを原料とした燃料



「バイオ」エネルギー(燃料)

バイオマス原料 バイオテクノロジー

木質ペレット（燃焼） 〇 ―

バイオガス（メタン発酵） 〇 〇

セルロースエタノール 〇 〇

バイオジェット燃料 〇 ―

6

・バイオテクノロジー(機能・技術)により
製造された燃料

・バイオマスを原料とした燃料

メイン
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バイオジェット燃料

SAF
Sustainable Aviation Fuel

持続可能な航空燃料

グローバルには、
「バイオ」という言葉は、
使用されていない

7



研究評価委員会｢ バイオジェット燃料生産技術開発事業｣（中間評価）分科会 資料5  P3 

8
航空業界の動向

2050年に炭素排出をネットゼロとする目標
出所: Resolution on the industry‘s commitment to reach net zero carbon emissions 
by 2050 (IATA 2021. 10)

国際民間航空機関

国際航空運送協会

(2019年以降、
CO2を増加させない）



｢航空機運航分野におけるCO2削減に関する検討会(第2回)  資料1｣令和3年5月28日 国土交通省 航空局 P28

https://www.mlit.go.jp/common/001407977.pdf

9国内SAF想定量



142021. 10. 8

・2030年には、最低でも使用燃料の10%をSAFに移行 (マイルストーン)

10

https://www.anahd.co.jp/group/pr/202110/20211008.html



様々な原料からのSAF製造プロセス 11

触媒水熱分解

https://www.nedo.go.jp/content/100920836.pdf を基に、NEDO 新エネルギー部が作成

2020. 7   TSC Foresight Vol.37



様々な原料からのSAF製造プロセス 12

触媒水熱分解

https://www.nedo.go.jp/content/100920836.pdf を基に、NEDO 新エネルギー部が作成

2020. 7   TSC Foresight Vol.37
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13国産第二世代バイオエタノールからの
バイオジェット燃料生産実証事業

https://www.nedo.go.jp/introducing/iinkai/ZZBF_100433.html

研究評価委員会｢バイオマスエネルギー技術研究開発/
［5］セルロース系エタノール生産システム総合開発実証事業｣(事後評価)分科会 2020. 12. 8 資料5 P37 

(株)Biomaterial in Tokyo、三友プラントサービス (株)

(3,000kL/年)
(150kL/年)



(株)Biomaterial in Tokyo

三友プラントサービス (株)

14

研究評価委員会｢バイオマスエネルギー技術研究開発/ セルロース系エタノール生産システム総合開発実証事業｣(事後評価)分科会
2020. 12. 8  資料5 P22  https://www.nedo.go.jp/introducing/iinkai/ZZBF_100433.html

キシロース資化性
非遺伝子組換え酵母も検討



オンサイト酵素生産

研究評価委員会｢バイオマスエネルギー技術研究開発/ セルロース系エタノール生産システム総合開発実証事業｣(事後評価)分科会

2020. 12. 8  資料5 P31  https://www.nedo.go.jp/introducing/iinkai/ZZBF_100433.html

15



エネルギー収支とGHG削減効果 16

研究評価委員会｢バイオマスエネルギー技術研究開発/ セルロース系エタノール生産システム総合開発実証事業｣(事後評価)分科会

2020. 12. 8  資料5 P31  https://www.nedo.go.jp/introducing/iinkai/ZZBF_100433.html



17

エタノールの改質

研究評価委員会｢バイオマスエネルギー技術研究開発/ セルロース系エタノール生産システム総合開発実証事業｣(事後評価)分科会
2020. 12. 8  資料5 P32  https://www.nedo.go.jp/introducing/iinkai/ZZBF_100433.html
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24

高性能噴流床ガス化とFT合成による純バイオジェット
燃料製造パイロットプラントの研究開発

18

三菱重工業(株) (旧 三菱パワー(株))

三菱パワー (現 三菱重工業)

三菱重工業(株)

研究評価委員会｢ バイオジェット燃料生産技術開発事業｣（中間評価）分科会 資料5  P28



酸素吹き噴流床バイオマスガス化の特徴 19

(三菱重工業 (旧 三菱パワー))

実際に使用した
木くず原料

2020年度 NEDO新エネルギー部 成果報告会 https://www.nedo.go.jp/events/FF_100129.html



マイクロチャンネルFT反応器の特徴
(東洋エンジニアリング)

20

2020年度 NEDO新エネルギー部 成果報告会 https://www.nedo.go.jp/events/FF_100129.html



SAFの国際規格 ASTM International D7566

21

研究評価委員会｢ バイオジェット燃料生産技術開発事業｣（中間評価）分科会 資料5  P7を改変



22

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101442.html2021. 6. 18



燃焼試験
(JAXA)

https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00610861

輝度の違いから(明るいとススが多い)、
SAFにはPMが大きく低減していることが

確認された

23
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高速増殖型ボツリオコッカスを使った
純バイオジェット燃料生産一貫プロセスの開発

24

(株) IHI

2020年度 NEDO新エネルギー部 成果報告会 https://www.nedo.go.jp/events/FF_100129.html



②0.15 ha

培養池
③0.2 ha

培養池

④0.5 ha

培養池

⑤0.5 ha

培養池

入口

①0.15 ha

培養池

付帯設備エリア

研究評価委員会｢ バイオジェット燃料生産技術開発事業｣（中間評価）分科会 資料5  P27

パイロットスケール 培養池 (タイ)
25



26

微細藻類由来のSAF生産の流れ

2020年度 NEDO新エネルギー部 成果報告会 https://www.nedo.go.jp/events/FF_100129.html

・水素添加（二重結合飽和化, 
脂肪酸の脱酸素化）



https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101314.html2020. 6. 8

27

SAFの国際規格 ASTM International D7566

研究評価委員会｢ バイオジェット燃料生産技術開発事業｣（中間評価）分科会 資料5  P7 



28

2021. 6. 18
C34H58

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101442.html

ボツリオコッカス
ブラウニー

ボツリオコッセン

C34H58
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(株)ユーグレナ

29油脂系プロセスによるバイオジェット燃料
商業サプライチェーンの構築と製造原価低減

2021. 6. 4 https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101436.html



https://www.euglena.jp/news/20210629-1/2021. 6. 29

30

https://www.euglena.jp/news/20210629-2/2021. 6. 29
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https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/carbon_recycling2021.html

31

カーボンリサイクルのコンセプト



微細藻類基盤技術開発
32

×

×

藻類種

培養装置

培養場所

国内 or 海外

(2020～2024)



電源開発 (株)

耐冷性中温性

https://www.jpower.co.jp/news_release/2020/10/news201005.html

海洋ケイ藻 オープン・クローズ型ハイブリッドシステム

33
海洋ケイ藻のオープン・クローズ型ハイブリッド

培養技術の開発



ちとせ研究所(株)

https://chitose-bio.com/jp/news/3514/2020. 10. 5

34
熱帯気候の屋内環境下における、発電所排気ガス

およびフレキシブルプラスティックフィルム型
フォトバイオリアクター技術を応用した大規模実証に

関わる研究



35
微細藻バイオマスのカスケード利用に基づく

バイオジェット燃料次世代事業モデルの実証研究

(株)ユーグレナ、(株)デンソー、伊藤忠商事(株)、三菱ケミカル(株)

https://www.euglena.jp/news/20201005-2/2020. 10. 5



大崎クールジェンの敷地内に建設

36

(一社)日本微細藻類技術協会

狙い：試験方法や評価基準の標準化と普及促進

微細藻類由来バイオジェット燃料生産の産業化と
CO2利用効率の向上に資する研究拠点及び基盤技術の

整備・開発

https://imat.or.jp/

カーボンリサイクル研究拠点のうちの１つ
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SAFに求められる要件

①量

②コスト

③LCA (GHG削減)

④Sustainability

37



48

https://www.nedo.go.jp/content/100920836.pdf2020. 7   TSC Foresight Vol.37

作 物 油脂収量 (L/ha/年）

大豆 450

カメリア 560

ひまわり 955

ジャトロファ 1,890

パーム 5,940

微細藻類 3,800 ～ 50,800

油脂生産作物と微細藻類の油脂収量の比較
38



廃食油と微細藻類油からのSAF製造工程の比較

39

粗油(油脂)

培養

微細藻類

回収・
抽出

水素化
分解

廃食油(油脂)

水素化
処理

水素化
分解

炭化水素燃料
ナフサ

ジェット燃料
ディーゼル燃料

水素化
処理

CO2

原料 製品<HEFA技術> 



廃食油と微細藻類油からのSAF製造工程の比較
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粗油(油脂)

培養

微細藻類

回収・
抽出

水素化
分解

廃食油(油脂)

水素化
処理

水素化
分解

炭化水素燃料
ナフサ

ジェット燃料
ディーゼル燃料

水素化
処理

CO2

原料 製品<HEFA技術> 

原料供給の観点では、
培養工程は、コスト高
⇒課題

微細藻類の機能に着目
すると。。。



P129

微細藻類SAFの副生物

2019年度成果報告書
｢バイオジェット燃料生産技術開発事業 / 技術動向調査 / 国内外における
微細藻類技術開発の国際動向調査｣ 株式会社三菱総合研究所 (2020. 3) 

・脂質
・タンパク質
・糖質
・高付加価値成分

燃料以外の
生成物の収入で、
トータルコスト低減
も可能
⇒期待

41

機能に
着目



P129

42微細藻類SAFの副生物
燃料以外の生成物の収入で、SAF製造コスト低減へ

2019年度成果報告書
｢バイオジェット燃料生産技術開発事業 / 技術動向調査 / 国内外における
微細藻類技術開発の国際動向調査｣ 株式会社三菱総合研究所 (2020. 3) 

バイオエコノミーに貢献



排水・下水利用

・培養時の排水の再利用
⇒ 水資源への配慮

サーキュラーエコノミーの実践により、
Sustainabilityに貢献

43

・下水利用
⇒肥料代の削減

化学肥料削減によるGHG削減
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まとめ (課題と期待）

サーキュラー
エコノミー

持続可能な
エネルギー

バイオ
エコノミー

微細藻類由来
SAF事業

微細藻類由来のSAFの社会実装には、
サーキュラーエコノミーを満たすことが必要で、
その結果としてバイオエコノミーにも貢献する



ぜひ、ご覧ください！
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NEDO Channel にてYoutube配信中

https://www.youtube.com/watch?v=nzNN8ymDf-
Y&list=PLZH3AKTCrVsX90YTJbhjfWV-
o2t1yLJql&index=1

https://www.youtube.com/watch?v=Sp4LNYVP9bg



ご清聴ありがとうございました

56https://www.nedo.go.jp/index.html


